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しはじめに

2. 

とく まり、

く、

ないと思われる。カウンセリングな

る。

名古屋大学教育学部が主催する、

クール）では、 3El間にわたり

し、

名

部

いと考える若者も多い。しかし、

く心理学や！編成心理学のイメ

に、ある

る人たちのために、より多く

と

る。

ースクール）は、 8月2～ 4Elに

1名）が参加した。

ちは 2つのグループに それぞれが 3El I笥に 5つ したっ

る る入lrlJとそ との



して、初日
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と2臼I=! れたの

カウ

セリ

こともあれば、サポート

と

どと相

くこともあ

ことに

し

ると したむ

。

1

1

J

A

ソヘ日V

つ・

4

し」 どについて、

忠つ

を行う。

3人が、

ど、

しようと

可，SI－－ 

ま

し、 i告のメンバーとの追いや慌ているところを見つける。

う！ J-3～ 4名のグループに分かれて、ブロックを用い

を感じたかなどについて、話し合う。

て具体的な内容と松崎込山＇＇ o.J0 

る。

3鷹

( 1 ) ？ 

と つ なのか、どのよう

る。

られて

たか、どんな

と探究との

7こむ

( 2 ) う！

また、

たむ

いでより理解を深めてもらう。

いてイメージをもってもらうことを呂的とし

」ごよっていること

いて、

く セミナー ら自由



らは、大学における

ら、心理：：l:とし

ぴ〉

た

カウ

る

永
a仇 られ、

( 3 ）あなた本ち持議く？

のウォーミン

う fグルー

？こむ

ことを目的とした。

ことを第二の日的とした。

用いて、長！

ッブとして，まず「自 る
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をより

と サ
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Iとそれを互いに つ

り返り。 Lallemant(2002）のワルテッ

1 ）とサインベンをあらか

て， 自由

スト

fHJは， f可をtUiしミたのか（タイトルやテーマな 描いて

るという したの

るも

れな

いようにするためである

良分を表現してみての感想としては、「もともと描いてあるものを使って，自

たと思うJrうまく抗くことができて満足しているJといった完成した作品について

見られた。また，「いろいろなアイデアが浮かんで、きて，どれにしょうかと患っ

も見られたり

く

という

とそのタイトル、じること。課題I

パーに向けて簡単に紹子？してもらったりそして，

じたことを自由に発言する時間を

としては、能者の作品について， 1（円弧の）そういう

患いっかなかったjfもともと描いてある形を，上手に生かしてあると思ったjなど，告

との差異についてふれた感想が多く語られた。なかには，同じ物を描いた作品が複数あったが，「同

の作品

を，地のメン

を

じ物を思いついていてびっくりしたりでも，同じ物を描いていてもー違うと思ったJと，

じであっても，縮部の描写や装飾の仕方は異なることに言及した感想も見られた。
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国 1 fあなたなら伺議く？J 

の大

また、

れた

制作後の岳

中

｛ヰ）みんfJ"_ う！ ッ

；まさんで、グループによる

ロ した。ここでは、一人一人によ

と共同で表現をする

ち

詩人イメー

とのコミュニ

る気討さな

1 El呂、 2El [Iとも、 ランダムにA、

各グループの

しゴ、ブーロック

B、Cの 3つのグループに

3～ 4人とした。

いて、グルー

としては、

やタ千ヤな

ごとに共同で 1つの作品を耕作した。

なブロックや、

したブロッ夕、レゴのEえ

されたむこれらの素材が、 1つ

2 した。

り組んだ。

自由な

り

く認められた。これら

るものであると考えられる。

また、「集中したJ、「新fQ}j=.な気分J、fすっきりし

制作によって自分自身と向き合うことにより、

したムという

さカミあったり、カタルシ

らは、

り

れたりしたのではないかと られる。ブロック

けるイメージや、表現という るきっ

かけになったのではないかと期待される。

また、今回のブロック制作では、グループによる共同制作であるという

め、生徒の感想にも、｛患者との関孫性に関するものが多く認められた。具体的には、

くなれたような気がした」、「何も知らなかった子の内揺が少しわかったと思うJなどの感想が見ら

れた。共同で作品を制作することによ与、ブロックを媒介としたコミュニケーションが生まれ、ま

た、互いの意見や表現に触れることにより、佑者に対する興味や理解が深まったのではないかと

えられる。

このことは、実際の作品開やその感想からも読み取ることができる。図 2＇土、 fコンビニエンスス

トアjというタイトルの作品で、ある。このグループでは、はじめに何を作るかをメンバーで相談し

て、分担をして作品の制作を仔った。一人一人が自分の領域を担当しながらも、途中でみんな

る場面も何度か見られた。制作授の感想、には、 f初めて会った子といろいろ椙談しながらやる
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のは説会主で裂し というものも り、メ ノミー！HJのコミュニケ ンヨン しているもの

[~l 3は、 L、； イトル る 、勝ぴ〉 1レ ブは、はじめ し

し￥つ 7しであ としては、「 1入がアイ

出して、 げたしていくように・・ しかっ という り

れたこ？ま ているのかなと忠い、｛むのグループのも という も

あり、！LI )1,,ーブに る ことも何

int Jv- ン には、サマース て つ どうしも く、

援し耕作穫の感想、

て裂しかった。

たのですっきりしたよ

保官i実iのころよく取り合っていたのを忠い11¥した。なんとなく新鮮な気分c

すごい裂しかったり ・H1に作業することでみんなが仲良くなれたような気がし

II剖討を気にしないで悲しいことに集中したのは久し予りだったのでよ

1l＇〕始めたII寺l土、ただ単に懐かしいとか改めてi立i(JI,ミとしか忠わなかったが、

ていくうちに、台は思いつかなかったことを思いついたり、考えようともしなかった

ことを今はやっていたのでどックリした。

童心にかえった気がしてとても楽しかった。村i[Iせと怠見を出し合い 1つのもの

作るのは新鮮。 Mも知らなかった子の内面が少しわかったと思う

童心にかえれた感じがして楽しかったO 良分って思っていたよりも記IJ:ilitl:（恕魚

料：）があるなあ、と告分を見つめ直した。

どものころにかえった気分で楽しかった。好きに作っていいのがうれしいけど、

行動に迷いが出た。なぜ今はこういう遊びをしないのかと不思議に忠っ

楽しかった。琴、えることがそれぞれみんな追ってて、

けっこう J]i五を使った気がする。それぞれの偶性が較のj二で＝共存しでいる感じ。こ

んな場所がホントにあったらな…c

レゴをやるのは初めてで、最初0＇まとまどったけど、やってるうちに何だか引き込ま

れていく感じがした。全く ffiJも無い状態からfrすかを怜るって結構難しいんだなあと

思ったの

作品として上手ではないし、まとまりもないけど、自由につけていけて楽にできたの

也の入の作ったものに自分の工夫も加えたりできて、いろんな部造ができて楽し

かった。自分以外の人の考えも分かったので面白かったc

fHJでもかんでもくっつけたって感じだったけど、ちょっと懐かしかった。

かなり怖い部分もあるけど、みんなで人をいっぱいににぎやかにできてよかっ

みんなで意見が言い合えてよかったc

すごく楽しかった。最初は分担していたけど、後半はみんなで 1つのものを作っ

たの l入がアイデアを出して、｛也の人がどんどんつけたしていくように…。そのn与
が一番楽しかった。

Cグループ すごく懐かしかったっ自由に作っていいと言われると何を作ろうか考えて、わく

わくして楽しかったO

小さい頃よく遊んだのを思し、出したっ懐かしい。こんなに多い入数でやることは

なかったので、みんなは何を作っているのかなと思い、他のグループのも見ていたC
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7こことも

こにコミ ー

られるc しかし、ブロッタという

れ、 Ir：いを矢IIるきっかけになったのつ

ではないかと

け

して、このテ

られるやこのよう，品、

テー？の 1つでもあり、

に関する

して、 して 1

1つの

よって、参加し

かけとなったのではない

通

うか。（力11

l El fl Aグ

表2.各グループのブDッウ枠品テーマ

Cグループ

nu 

関乙「コンピニニエンスストアJ

( 5）語IJ{＇！＝畿のシェア 1）ン夕、

小グループでのブロック制作

し、ふりかえることを目的としたむ

いて、ブロック製作を

お域

:rs1q 

IHT 

国3.1罰TJ

じたこと

プと を、

じたことについて、

た

ことを求めたむその後、長会や関係国で表現して思ったこと

さらに対人関係について住協会を通して感じていることについての自

入シート 3）。

リリ型でグループのメンバー

いてメンバー関の関係を記述していた。自分を同定しているかどうか、個々が矢印でつな

がっているか円で表現されているか、などにおいて違いが見られたc また、実際の入や札、ブ令

ロック

とって難しく

図や、制作したブロックを描く者もあり、費問の意図が高校生に

に調整し
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を去すな く！~I らと し も克られ、

な思いがうかがわれたc

ったみたいだと思うjな

しあいながら白 し

んなの

れしかっ

i司fl］日fl

て

あり

なかで、コミ

てflをrtiJけ

El 

た。

てほし

とは何か

る

ヰ鋼

ないなと思いまし

にし

ーんーション

ら

しさを

となったように思われる。

に友人とのつ

しさ、自らの入と

しミ

ほしし

ながらも

うかがわれた。（服部）

らしく シ〕 し3

り、 していたことが伺えた。

かな均

と

されており、うJ

持

タイ

ったが、 1つはかな

しているような

さと

あることから、

グループefr:品にも反映されてい

楽しみながら、自己理解.1患者理解を深めるという日

し、考えるという視点、から授業を振り返ると、 f自弓と他

コミュニケーションの楽し

1 ［亘！日良り

うに

えられ、体験を通し

どのようにつくられていき、

とも思われたが、「i期採Jに

れたと考える。

として と

Ursula AvノゃLallemant

JI I 

まみ子・ 2002 ワルテッ スト
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→その人らしい生き方を

箆つけるために

φ ？診器G年jえiこ全国的な鑓織づくり。

（日本心理臨床学会、罰本舗床心理士

資格認定協会、日本臨床心理士会）

スクールカウンセラ…事業罷始。

臨箆1む譲ごと養成のための指定

大学院制度が発毘。

8 

臨蕗心理学！立、科学、理論、緊践を統合して、

人関行動の議定調整と人議の成長を｛建造し、

加えて不適誌、欝響、 tむの鑑みの成閣を研究

し、問題を予翠I］し、かっそれらの問題を軽減さ

(APA Am邑ricanPsychological 

ペンシルパニア大学！こ障害児のための

Clinic）を創設。

APAに臨球心理部門ができる。

教蒋訓練のあり方が検討され、

「科学者伊実践翠モデルjが器嘱される。

(Scieれすist-Practionermodel) 

と
fこころjについての 臨床心理箇接

基礎研究 （カウンセリング）

接助過翠についての 臨床心翠安定

実践研究 （アセスメント）

臨床心理地域援助



トi

f絵の続きj を播いてみて

1 .あなたは荷を議きましたか？｛答えられる場合は答えてください）

2. 絵を描いてみた感想、を島出に警いてみよう。

（静IJ) 気に入っているところ， 苦労したところ

語いてみて誌が付いたこと などなど

シート 2)

今尽の、夕、jレ…ブでのブ口ック制作の感想を詣由iこ書いてみよう。

…人で表現をする体験と、みんなでき受理をする枠畿ではどんな違いが島っただろう？

グループでのブロック制作It~ 捜薬の前半で、一人で絵を描いたと奮と上ヒベて、どんな違い（または悶

じところ）があったかを書いてみよう。
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シート 3)

また絵の中！こ、

ょの絵を描いて、患ったことや感じたことがあれば、以下にお蓄きください。

また人とのつきあい方や友人環器について、あなたが臼 ご詣惑にお書きください。

あザがとうございました。



MORITJ主事 ・Daiki KATO料 SatomiITO特 HATTORI事場

Class work on clinical 

of Education of 

rA o
 

rす
eeeみ school students ¥Vas held in the Summer School ぱ the

Nineteen students who were in the second 

in school 06-and 

them. 

Several exercises were provided 

attended the class. A and 3 students 

art technique. human relations” 

through those exercises was 

sessions: (I）“What is Clinical 

in the class. The class consisted of the 

, a lecture on introduction to clinical 

sub-

“Talk with Graduate Students l”． and answers about zでsearchand the work 

of clinical psychology ; (3）“1引1抗 willYou Draw？”， J
U
 

、．eeA
2EA 

内

d of others' 

with Blocks ！”， the projective drawing method；は）“Let’sMake 

were devided into 3 groups and each group worked 

blocks. After that work discussed and shar℃d their 

a result of class, students were able to through the process of 

with one another. As 

of the 

of human relations, interst in other people, and awareness of themselves. 

: clinical psychology, high school student, human relations 

学 Professor.Graduate School of Education and Human Development, Nagoya University 

Graduate Student. Graduate School of Education and Human Development, Nagoya University 
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